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中国人日本語学習者のアクセント・イントネーション

理解力が発音運用能力に及ぼす影響

陶俊

要旨 日本語学習者のアクセントとイントネーションに対する知識，聴解能力，再現・運用能

力の相互関連性を検討するために、中国人日本語学習者 13名に対して調査を行った。調査は

文字と音声を用いて行ったもので、次の 4種類の項目から構成されている：①日本語の学習経

歴、②個別の単語のアクセントの知識、③単語のアクセントの聴解（識別）能力、④丈のアク

セント・イントネーションの聴解能力及び再現・運用能力。結果として、単語のアクセントに

ついては、個別の単語のアクセントの知識とアクセント聴解能力は密接に関連していることが

わかり、丈のアクセント・イントネーションについても、その識別能力と再現・運用能力とは

密接に関わっていることが確認できた。また学習者の日本語学習期間と日本滞在期聞が聴解能

力や再現・運用能力に影響を与えている傾向も観察できた。また，調査時に録音した音声には

「長音に対する理解」「中高型と平板・尾高型の区別」「アクセントが融合しない複合語」「無声

子音の調音」に対する学習者の理解の欠如も目立った。これは、日本語教育では音声について

系統的に教育が行われていないことが原因だと思われる。日本語の発音能力を効果的に向上さ

せるためには、個々の学習者に合わせて、必要とされる音声の知識を吟味して教授するべきだ

と考えられる。

1 研究目的

本研究では、日本語学習者の音声（特にアクセント・イントネーション）についての知識，

聴解能力と，発音運用能力の相互関連牲を究明するために、中国語を母語とする学習者を

対象として、系統的な調査を行った。調査内容としては、学習者が特にアクセントとイン

トネーションに対して持っている関心度、知識、聴解能力と再現・運用能力を調べた。従

来は学習者のアクセント・イントネーションについて知識や聴解能力と発音運用能力の相

互関係を考えることはあまり行われてこなかった。ここでは、とくに学習者の聴解能力に

個人差があることを確認し、その個人差を生み出す問題点について検討した。そして，こ

れらの問題点を学習者の学習経歴とアクセント・イントネーションの再現・運用能力と照

合・関連付けをし、再現・運用能力にどのような影響を及ぼしているについて考察した。

2 先行研究

現在の日本語音声教育の現状では、聴解指導は全体にかなり比重が小さく、発音指導に

は力を入れているものの、まだ多くの問題点があることが指摘されている（梅村 2003、松

崎・河野 2010、谷口 1992)
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さらに、中国人日本語学習者も母語から様々な影響を受けやすく、それが発音の運用に

対して妨げになっていることが多く指摘されている（上野 1992、朱 1991）。

日本語学習者が受けたアクセント・イントネーションに対する指導内容と実際の運用能

力とを関連付ける研究はあまり多くないが、これまで「聴解能力と発音能力は同ーではな

しリ「音声知識が聴解能力に関与している」「音韻に関する知識が発音運用能力に影響して

いる」などは指摘されている（今回 1982、戸田 2011、張 2015、戸田 2011)

3 調査対象

本研究の調査対象は、日本国内外で日本語学習を行っている、またはすでに日本語の学

習を終えていて、日本語能力がある程度以上高い学習者を対象にした。協力を得ることが

できたのは 13人、その内訳は男性 3人、女性 10人という構成になっている（付表 1)

4 調査手順

調査はアクセント・イントネーションに対する知識、聴解能力、再現・運用能力の把握

を目的としたもので、 4つの項目に分けて調査を行った（下記調査内容で詳述）。

調査は紙媒体で行った。音声関連の調査は、調査協力者の状況によって ICレコーダー、

またはパソコンによって音声を提示・録音した。静かな環境で、調査内容に関する説明と

注意事項をよく読んだあとで回答するよう協力者に指示をした。

5 調査内容

5. 1 学習背景調査

学習背景調査（以下、項目 1と呼ぶ）では、調査協力者の今までの日本語学習経歴及び環

境について調査した。また、学習者が日本語発音学習に用いた学習ストラテジーについて

も 15項目について 5段階評価を用いて調査を行った。

5. 2 個別の単語のアクセント知識の調査

個別の単語のアクセント知識についての調査（以下、項目 2）では、フリーの日本語コー

パス検索ツールを用いた出現頻度調査結果にもとづいて、学習者にとって馴染み度が高い

と思われる 3・4モーラの単純語（非複合語）、そして、アクセントが融合する複合語と融合

しない複合語（派生語含む）、合計 34語の調査語を選んだ。（表 l、2)

調査方法としては、調査語から始まる刺激丈を文字で提示し、正しいと思う調査語のア

クセント表記を 3つの選択肢から選択してもらった。

5. 3 単語のアクセントの聴解能力の調査

単語のアクセントの聴解（識別）能力の調査（以下、項目 3）では、フリーの日本語コー

パス検索ツールを用いた出現頻度調査結果にもとづいて、学習者にとって馴染み度が低

いと思われる単語を 11語選出し、これらの単語を東日本の東京式アクセント地域出身の

日本語母語話者に発話してもらい、音声データ化した。
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表 1 個別の単語のアクセント知識の調査語リスト（項目 2：単純語）

頭高型 中高型 尾高型 平板型

3 4 3 4 3 4 3 4 

モーラ モーラ モーラ モーラ モーラ モーラ モーラ モーラ

メガネ 太陽 おもちゃ 湖 刺身 弟 ハガキ 先輩

技術 将来 一部 手袋 言葉 妹 煙 成績

組織 マンション 斜め 土曜日 夜中 正月 仕事 独身

表 2 個別の単語のアクセント知識の調査語（項目 2：複合語）

アクセント融合型複合語 アクセント非融合型複合語

留学生センター 中国南部

中央改札 元首相

危機管理 正体不明

北京大学

＼ ＼＼＼＼  首都高速

中園地方

表 3 単語のアクセントの聴解能力の調査語（項目 3)

馴染み度の低い単語

戯言 環

暁 にわか雨

J亡巳とJ、 花鳥風月

趣 天真欄漫

老婆心 温故知新

候

表 4 馴染み度の低い単語を含む文に対する音声聴解能力と再現能力の調査文（項目 4.1) 

社は神を把る場所である。

憎越ながら話しをさせていただきます。

ぬかるみに轍がつく。

読書をして病床の徒然をまぎらわす。

憂いも辛いも食うての上。

不鞍ながらお願い致します
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表 5 韻律情報だけの文を用いた聴解能力と再現能力の調査文（項目 4.2) 

本来の文 変換後の「マ文」

もう朝ですか？ まーままままま

明日のパーティーに飲み物を
まままままーまーまままままままつままままま

持って来られる？

良いお天気だね、窓聞けるね。 まままままままま／まままままま

花子といって、友達の妹だよ。 まままままつま ／ままままま まままままま

表 6 暖昧文とシチュエーション設定（項目 4.3) 

文章 シチュエーション設定

黄色い本の横の箱。 本の横に黄色い箱があります。

しつぼの長い猫と犬がし、る。 しつぼの長い猫としつぼの長い犬がし、ます。

私は伊藤さんと鈴木さんの家を訪ねた。 私は伊藤さんと一緒に鈴木さんの家を訪ねました。

けさ買ったばかりの傘をなくした。
傘をなくしたのはけさで、買ったのはけさではな

く、最近です。

調査では、音声を漢字とともに提示し、提示した 3つのアクセントパターンから音声と

合致すると思う選択肢を選んでもらった。

5. 4 文のアクセント・イントネーションの聴解能力及び再現・運用能力調査

丈のアクセント・イントネーション全般についての聴解能力及び再現・運用能力調査

（以下、項目 4）には 3つの項目を設けた。

5. 4. 1 馴染み度の低い単語を含む文に対する音声聴解能力と再現能力の調査

馴染み度の低い単語を含む丈に対する音声聴解能力と再現能力の調査（以下、項目 4.1) 

では、日本語コーパス検索ツールを用いた出現頻度調査結果にもとづいて、学習者にとっ

て馴染み度が低いと思われる丈を 6文選出し、これらの文章を日本語母語話者に発話し

てもらった。

調査では、調査協力者に文章を見せずに音声だけを聴いてもらい、その文章の意味がわ

かるどうかを答えてもらった上で、復唱してもらい、その音声を録音した。それにもとづ

き、音節の聴解ミス、アクセントの聴解ミス、アクセントの再現ミス（型としては正しい

がピッチの高さが不自然）、末尾イントネーションの再現ミスをカウントした。正解かど

うかの判定は、上述の日本語母語話者のモデ、ル音声との比較にもとづいておこなった。

5. 4. 2 韻律情報だけの文を用いた聴解能力と再現能力の調査

韻律情報だけの丈に対する聴解能力と再現・運用調査（以下、項目 4.2）というのは、日
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本語に特徴的な音節（長音、擢音、促音）と、感情などを表現するイントネーション変化（例

えば疑問口調、終助詞での感情・意味表現）を含めた文章を 4文選び（表 5）、それぞれの

丈の本来の音に合わせて「ま」あるいは「まー」「まっ」の単一音節で置き換えて上述の

日本語母語話者が発音した音声を使った調査である。

調査では、文字を見せずにこれらの文章を調査協力者に聴いてもらい、それを復唱して

もらうところを録音した。ここでも、音節の聴解ミス、アクセントの聴解ミス、アクセン

トの再現ミス、末尾イントネーションの再現ミスをカウントした。

5. 4目 3 暖昧文を使ったアクセント・イントネーションの運用能力調査

これは、状況設定がなければ暖昧丈だが、状況を設定することでひとつの意味に指定で

きる丈を使ったアクセント・イントネーション運用能力調査である（以下、項目 4目3）。

ここでは、暖昧丈 4丈（表 6）とその意味を限定するシチュエーション設定を同時に提示

して調査協力者に発話してもらい、その音声を録音した。ここでは、アクセントと末尾イ

ントネーションの型のミスと、アクセントのピッチの高さと末尾イントネーションのピ

ッチパターンのミスをカウントした。

6 調査の結果と考察

6. 1 単語のアクセント

協力者の個別の単語のアクセント知識（項目 2正答率）とアクセントの聴解能力（項目 3

正答率）に対して散布図を作り、相関分析を行った。ここでは、協力者 Iの日本語学習経歴

が特殊であることを考慮し、協力者 I込および除外で分析を行った（下記図 l、2)

結果として、学習者の個別の単語のアクセント知識は、アクセントの聴解能力と連動し

ており、ともに熟練していくものだということがわかった。

100% l ・ m

80% .・7・・ 80%

60% + : ..• －．一．一一一一 60% ．． 

20% 20% 

0% 0% 

0% 50% 100% 0% 

． 
．一」ー
・－－．．／‘． ．． 

50% 100% 

図 1 個別の単語のアクセント知識を問う問 図 2 個別の単語のアクセント知識を問う問

題の正解率（項目 2 Y軸）とアクセント聴解 題の正解率（項目 2 Y軸）とアクセント聴解

能力調査の正解率（項目 3 X軸）との関係
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表 7 項目 4.1と項目 4.2における聴解ミス・再現ミス数の聞の関連性

項目
項目 4.1と項目 4.2におけ｜ 項目 4.1と項目 4.2における

る聴解ミス数の聞の関連性｜ 再現ミス数の聞の関連性

相関係数 0.87 I 0.75 

6. 2 文のアクセントとイントネーション

丈のアクセント・イントネーション全体に関する学習者の諸能力の相互関係を検討する

ために、まず 3つの項目（項目 4.1、項目 4.2、項目 4.3）の調査で得られた録音音声を文字

化し、アクセントの型とピッチの高さ、イントネーションの型とピッチの動きを記号化し

た。正解かどうかの判定は、上述の日本語母語話者のモデ、ル音声との比較にもとづいてお

こなった。

次に、聴解能力と再現・運用能力に関する調査結果の信頼性を検討するために、項目

4.1 （馴染み度の低い単語を含む丈に対する音声聴解能力と再現能力の調査）と項目 4.2（韻

律情報だけの丈を用いた聴解能力と再現能力の調査）で協力者別に集計したミス数に対し

て相関分析を行ったところ、高い相関関係が見られ（表 7）、信頼性のある結果であること

が存在認できた。

そこで、調査協力者の丈レベルでの聴解能力と再現・運用能力との関係、そして学習者

の日本語の学習経歴（ここでは、現在の年齢、日本語の学習開始年齢、日本語の学習期間、

日本での滞在期間について考察する）と聴解能力と再現・運用能力との関係に対して相関

分析を行ったところ、以下のような結論に至った（分析結果は付表 2を参照）。

全体として、中国人日本語学習者の丈におけるアクセント・イントネーションの聴解能

力は、再現・運用能力（アクセントについてもイントネーションについても）と密接に関わ

っていて、基本的には、正の影響を与えていると考えられる。

学習者の学習経歴と学習者の聴解能力、再現・運用能力との関係については、現在年齢、

日本語学習開始年齢は明らかに影響していないことがわかった。日本語学習期間、日本滞

在期間の影響については、強い相聞は見られなかったが、ある程度影響を与えている可能

十生がある。

7 調査結果によく見られた問題点

これまでまとめたことの他で、調査時の録音音声に多く出現した問題点についてまとめ

ておく。

7. 1 日本語の長音に対する理解の欠如

中国人日本語学習が日本語を学習する際に、日本語の特殊拍の正確な把握が難しいこと

がよく指摘されている。今回の調査でも、長音を含む単語のアクセントは誤答率が非常に

高い。
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日本語教育の現場では、長音について教える際、一般的には「母音を通常の倍にし、同

じ強さで延長するような形で発音する（例えば：えいご→ええご）」のように説明するが、

それだと同じ高さで発音すると思ってしまいやすい。実際は長音でも高さのパターンは複

数あるので、これを説明するためには、上記の教え方では不十分だと考えられる。学習者

に誤解されないように、長音のアクセントパターンの可能性とそれぞれの調音法について

も詳しく教えるべきではないかと考えられる。

7. 2 中高型と平板型・尾高型の混同

本調査の項目 2（個別の単語のアクセント知識の調査）では、中高型の単語のアクセント

を平板型または尾高型に、平板型または尾高型の単語のアクセントを中高型に間違える誤

答が目立った。

この現象の原因として推測されるのは、母語としての中国標準語からの影響である。日

本語の典型的なピッチパターンと中国標準語の声調体系のピッチパターンが一致していな

いこと、そして日本語と違って中国語では音節単位で声調が異なることがアクセントの生

成に影響をもたらしているのではないかと考えられる。

7. 3 複合語の過剰融合

項目 2（個別の単語のアクセント知識）の複合語アクセントに関する調査では、非融合型

の複合語のアクセントについての 4聞の正解率は平均 42%で、その誤答のほとんどはアク

セントが融合する選択肢を選んだものだった。

この原因は、ほとんどの日本語教育現場では、 2つの語が複合する際のアクセントの融

合・非融合の規則について教えていなし、からだと考えられる。その結果、アクセントを知

らない複合語に対して、学習者は自分になじみのあるアクセント規則をあてはめ、一律に

融合するほうで読んでしまう可能性が高いと考えられる。

7. 4 無声子音の有声化

項目 4（丈のアクセント・イントネーション）の協力者の音声データを観察すると、た行

の無声子音を有声に近い発音をする箇所が少なからず確認できた。

これについては、これまで数多くの研究により中国人日本語学習者が日本語を発音する

際の典型的な誤用だということが知られているが、なかなか改善ができないことが今回の

調査でも実感できた。

8 調査協力者別の考察

本調査において、特徴的な結果を示した 3名の協力者（E、F、I)がいた、彼らは他の協

力者とは明らかに違う日本語学習経歴を持っている。それがどのように彼らの日本語能力

に影響しているかを明らかにするために、それぞれの日本語学習経歴と聴解能力が再現・
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運用能力に及ぼす影響について個別に考察した。その結果を詳しく説明する紙幅の余裕は

ないが、協力者 E、Fの場合は日本滞在期間と聴解能力が連動していることが確認でき、

協力者 Iの結果からはアクセント知識が日本語学習においては非常に重要であることがわ

かった。これは、他の協力者に見られる全体的な傾向を補強する結果だと考えられる。

9 まとめ

今回の調査の結果、まず、単語のアクセントについての学習者の知識と聴解能力に関連

があることが明らかにできたと考えられる。さらに、学習者のアクセントの知識と聴解能

力には日本語の学習開始年齢、学習期聞が正の影響を与えていることも確認できた。

丈のアクセント・イントネーションの再現・運用能力についても、その聴解能力と密接

に関連・連動していることがわかった。また、この 2つの能力に影響を及ぼしている要因

として、日本語学習期間と日本滞在期聞が関わっている傾向がやはり見られた。

また、調査結果全体を通して、協力者の日本語の長音に対する理解の欠如、中高型と平

板型・尾高型アクセントの混同、複合語アクセントの過剰融合、無声子音の有声化という

4つの問題が目立つことがあらためて確認できた。これらはどれも現在の日本語教育の問

題点が現れたものであり、更なる改善が必要だと思われる。
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付表 1 調査協力者

調査
性 年齢

日本語能 日本滞 日本語学 日本語学

協力
別

出身地
（歳）

力試験 在年数 習開始 習期間

者 取得状況 （年） 年齢（歳） （年）

A 女 中国斯江省寧波市 28 Nl 3 19 6 

B 女 中国内蒙古自治区 26 Nl 1.5 15 8 

c 女 中国重慶市 24 Nl 2 18 6 

D 女 中国湖南省 28 Nl 2 18 8 

E 女 中国吉林省 27 Nl 3 13 11 

F 男 中国福建市 24 N2 6 18 6 

G 女 中国遼寧省大連市 22 Nl 0.5 18 6 

H 女 中国広西チワン族自治区 25 Nl 2 19 7 

女 中国上海市 24 Nl 12 2 12 

J 男 中国四川省 23 Nl 2 18 6 

K 女 中国四川省 27 Nl 1.5 19 7 

L 女 中国江蘇省 27 Nl 2.5 20 6 

M 男 中国上海市 25 Nl 4 19 5 

付表 2 アクセント・イントネーション能力に関する分析結果

調査協力者の聴解能力と再現・運用能力の関係についての相関分析結果：

① 調査 4.1（馴染み度の低い語を含む丈）での聴解ミス数と再現ミス数との聞には、統計的

に有意な正の相聞があることがわかった（r=0.82,t(11)=4.85, p=0.01）。

② 調査 4.2（韻律情報だけの丈）での聴解ミス数と再現ミス数との聞には、統計的に有意な

正の相聞があることがわかった（r=0.70,t(11)=4.01, p=0.02）。

③ 調査 4.1・4.2で特定した協力者の聴解ミスの合計数と項目 4.3で特定した ①アクセン

ト・末尾イントネーションの型のミス ②アクセントのピッチの高さと末尾イントネ

ーションのピッチノtターンのミスの聞には、統計的に有意な正の相聞があることがわ

かった（r=0.71,t(11)=3.34, p=0.01）。

学習者の日本語の学習経歴（現在の年齢、日本語の学習開始年齢、日本語の学習期間、日本で

の滞在期間）と学習者の聴解能力、発音運用能力との関係についての相関分析結果：

① 調査 lで特定した協力者の現在年齢と調査 4.1・4.2で特定した聴解ミスの合計数との

聞には、統計的に有意な相聞が見られなかった（r二0.24,t(ll)=-0.81, p=0.43）。

② 調査 lで特定した協力者の日本語学習開始年齢と調査 4.1・4.2で特定した聴解ミスの

合計数との聞には、統計的に有意な相聞が見られなかった（r=0.37,t(ll)=l.36, p=0.20）。

③ 調査 lで特定した協力者の日本語学習期間と調査 4.1・4.2で特定した聴解ミスの合計

数との聞には、統計的に有意な相聞が見られなかった（r二0.53,t(ll）二0.21,p=0.049）。
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④ 調査 lで特定した協力者の日本滞在期間と調査 4.1・4.2で特定した聴解ミスの合計数

との聞には、統計的に有意な相聞が見られなかった（r二0.51, t( 11）二1.99,p=0.07）。

⑤ 調査 lで特定した協力者の現在年齢と調査 4.1・4.2で特定した再現ミスの合計数との

聞には、統計的に有意な相聞が見られなかった。（r二0.23,t(ll）二0.78,p=0.45) 

⑥ 調査 lで特定した協力者の日本語学習開始年齢と調査 4.1・4.2で特定した再現ミスの

合計数との聞には、統計的に有意な相聞が見られなかった（r=0.41,t(ll)=l.5, p=0.15）。

⑦ 調査 lで特定した協力者の日本語学習期間と調査 4.1・4.2で特定した聴解ミスの合計

数との聞には、統計的に有意な相聞が見られなかった（r二0.49,t(ll）二1.85,p=0.09）。

⑧ 調査 lで特定した協力者の日本滞在期間と調査 4.1・4.2で特定した再現ミスの合計数

との聞には、統計的に有意な負の相聞が見られた（r二0.63,t(ll)=-2.69, p=0.02）。
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